
ステロイド投与と同時にＨＢｓ抗原測定

肝臓専門医
コンサルト

ステロイド投与が２週間を超える

いずれも陰性

HBc抗体・HBs抗体測定

ステロイド投与２週間以内

ＨＢｓ抗原（－） ＨＢｓ抗原（＋） ＨＢｓ抗原（－）

予定通り投与 予定通り投与

いずれか陽性＊

HBV-DNAモニタリング

HBs抗原が陽性、または陰性であっ
てもステロイドを２週間を超えて連続
投与する場合は、HBc抗体および
HBs抗体検査を行い、いずれか陽性
の場合は、HBV- DNA量を測定し、
陽性になった時点で核酸アナログの
投与を行う。

＊HBVワクチンの接種歴のある
HBs抗体単独陽性者は除く

「突発性難聴、顔面神経麻痺等のステロイド治療におけるB型肝炎ウイルス再活性化防止に関するフロー図」
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